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ＣＤを用いた吸収スペクトル観察用

簡易分光器の作製と観察

小 島 晶 夫

フィルム状の回折格子の代わりにＣＤを用いた，吸収スペクトル観察用簡易分光器を考案したの

で，その作製法と観察法について紹介する。厚紙とＣＤを材料とするため簡単に作製でき，光合成

色素による特定の光の吸収について手軽に観察することができる。
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はじめに

光合成における光の吸収については，高等学

校理科総合Ｂにおいて可視光線が光合成の過程

で利用されることを学び，高等学校生物Ⅱにお

いて光合成色素が青と赤の光を強く吸収するこ

とを学ぶ。これらの学習においては，光合成色

素による光の吸収を実際に観察させることが理

解の早道となるため，既に優れた簡易分光器

（スペクトロスコープ2000 など）が開発され※1)

ている。しかし，これらの簡易分光器はフィル

ム状の回折格子（レプリカグレーチングシー

ト）を用いているため，その回折格子の入手が

やや難しいという指摘も出されていた。そこで，

広島県立広島観音高等学校の福本先生が開発さ

れた簡易分光器を参考にして，フィルム状の回

折格子の代わりに，入手が簡単なＣＤを用いた

吸収スペクトル観察用簡易分光器を考案した。

ここではその作製法と観察法を紹介するととも

に，観察結果についても述べる。

１ ＣＤを用いた吸収スペクトル観察用簡易分
※2)光器の作製法

準 備

厚紙（Ａ４ ，ＣＤ，はさみ，カッター，定）

規，セロハンテープ，のり

方 法

(1) 厚紙に次ページの簡易分光器の設計図を印

刷またはコピーし，型紙をつくる。

(2) 型紙のＡ～Ｉの波線（折り目の部分）をは

さみの刃の先で軽くなぞる。

(3) 外枠の線にそって切って型紙から本体を切

り離した後，本体の太線部をカッターやはさ

みで切る（図１ 。）

図１ 型紙の切り抜き

(4) のりしろ１～４にのりを付け，１つ目の箱

を組み立てる（図２ 。）

図２ １つ目の箱の組み立て

北海道立理科教育センター

小島



- 62 -

ＣＤを利用した

スペクトロスコープ２００５

設計図

切り抜き

切り抜き

スリット

切り抜き

の
り
し
ろ
３

の
り
し
ろ
４

の
り
し
ろ
５

の
り
し
ろ
１

のりしろ２

のりしろ６

のりしろ のりしろ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

研究紀要 第18号 (2006)

ＣＤを用いた吸収スペクトル観察用簡易分光器の作製と観察



- 63 - 北海道立理科教育センター

小島

(5) のりしろ５にのりを付け，２つ目の箱を組

み立てる。

(6) １つ目の箱の角が２つ目の箱の横の点線と

合うように，２つ目の箱を持ち上げ，セロハ

ンテープで固定する（図３ 。）

図３ １つ目の箱と２つ目の箱の貼り付け

(7) 丸く切り抜いた部分を折り，のりしろ６の

裏にのりを付け，１つ目の箱に貼り付ける。

(8) １つ目の箱を，図４のように，四角に切り

抜いた部分がＣＤの輝く面の上になるように

置き，セロハンテープで固定する。

図４ ＣＤへの貼り付け

２ 吸収スペクトルの観察法

準 備

ＣＤを用いた吸収スペクトル観察用簡易分光

器，スクリュー管（外径21㎜×高さ50㎜；10

，光源（白熱灯 ，カミソリ，乳鉢，乳棒，ã） ）

試験管，駒込ピペット，ジエチルエーテル，粉

末シリカゲル，緑葉

Ａ 光合成色素の抽出

方 法

(1) 緑葉0.6ｇをカミソリで細かく刻んだ後，

粉末シリカゲル1.0ｇとともに乳鉢に入れ，

乳棒ですりつぶす。

(2) できた緑葉の粉末（図５）を0.2ｇはかり

取り，試験

管に入れて

４ のジエã

チルエーテ

ルを加えて

よく振る。

(3) 試験管の

上部に緑色

図５ 緑葉の粉末の層（光合

成色素抽出

液）が分離したら，駒込ピペットを用いて静

かに抽出液を吸い取り，スクリュー管に全て

入れる（スクリュー管の半分程度になる 。）

(4) 光合成色素抽出液を入れたスクリュー管に

水を４ 加え，スクリュー管の下半分が透明ã

な水の層，上半分が緑色の光合成色素抽出液

となるようにする。

Ｂ 吸収スペクトルの観察

方 法

(1) 簡易分光器のスリット前面にある差し込み

に何も入れずに，簡易分光器のスリットを光

源（白熱灯）に向けて観察する。

(2) 簡易分光器の

スリット前面に

ある差し込み

に，光合成色素

抽出液と水が入

ったスクリュー

管を差し込む

（図６）。この

とき，水と抽出

液の境がスリッ

トの中央部付近

図６ 差しこんだに位置するよう

スクリュー管にする。
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(3) 簡易分光器をのぞきながら，光源にスクリ

ュー管を向けて観察する（図７ 。）

図７ 吸収スペクトルの観察

結 果

(1) 連続スペクトルの観察

光源を白熱灯にして，簡易分光器の差し込

みに何も入れずに観察した場合，やや湾曲す

るが，連続したスペクトルが観察される。ま

た，光源を蛍光灯にすると，連続したスペク

トルではなく，いくつかの光が筋状に欠けた

スペクトルが観察される。

この操作をはぶくことも可能だが，簡易分

光器での観察の練習，及び，光の吸収が無い

場合の連続スペクトルの確認という意味で，

時間がある場合は実施した方が効果的と考え

る。

(2) 吸収スペクトルの観察

光源を白熱灯にして，簡易分光器の差し込

みに光合成色素抽出液と水が入ったスクリュ

ー管を入れて観察した場合，図８のようにス

ペクトルが観察される。

図８ 光の一部が吸収されたスペクトル

吸収域１ 吸収域２

光合成色素
抽出液を通
した部分

水を通した
部分

液面

この場合も多少スペクトルが湾曲し，中央

の液面の部分でスペクトルが乱れる。しかし，

中央部以外のスペクトルは比較的安定してお

り，下半分の水を通した部分では連続スペク

トルが観察され，上半分の光合成色素抽出液

を通した部分ではスペクトルの一部が黒く欠

けているのが観察される（吸収域１と吸収域

２ 。この欠けている部分の光が，光合成色）

素によって吸収された光で，水の場合と比較

し，青い光（吸収域１）と赤い光の一部（吸

収域２）が光合成色素に吸収されていること

が確認できる。

おわりに

ＣＤを用いた簡易分光器で，フィルム状の回

折格子を用いた簡易分光器と同じように，光合

成色素による光の吸収を簡単に観察できること

がわかった。しかしながら，簡易分光器の光を

分光させるＣＤ面（本体底部の四角に切り抜い

た部分）を大きくするとスペクトルの湾曲が大

きくなり，逆に小さくすると観察に慣れが必要

になるなど，改良を要する点も見えてきている。

今後は，構造面で工夫・改良を進めるとともに，

光合成色素の素材を変えたり，ＣＤの代わりに

ＤＶＤを利用するなどして，この簡易分光器を

用いた実験法や授業の進め方について研究を進

めていきたい。
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